









Ab畠t:ract In the paper， an assessment method of suitability of七raffictr姐 sportationbuilt on the system 
of multipurpose traffic tr創lsportationis studied. Based on the assessment method， backt:racking algorithm 
of seleding traffic transportation is proposed皿 dcalculating program is designed. Th官 proposed
































































lLi 100 100 300 500 750 1000 Km ~ ~ ~ ~ Km 以下 300 500 750 1000 以上Km 瓦m 監n Km 
鉄道 29 26 49 55 39 18 
航空機 。。 4 12 36 76 
自動車 71 74 42 30 23 5 
船 。。5 3 2 1 
よユ
[1997] (%) 
はi(100 100 300 500 750 1000 Km ~ ~ ~ ~ Km 以下 300 500 750 1000 以上
Km Km Km 区m
鉄道 26 25 43 61 33 6.9 
航空機 。。 5 17 62 83 
自動車 74 75 49 20 4 10 






















































よと 1970年 1980年 1990年 1998年X10-2 XlO-2 XI0-2 X 10-2 
鉄道(在 510 586 356 338 
来線)
航空機 12 11 37 23 
自動車 9190 8950 9442 9478 
















































































































































戸(鉄 道 自 動車航 船こヴ工B二 新幹 在来 向速 一般 S A 線 線 道路 道路LL L RR R 
1.経済性 2 1 4 3 5 6 
20効率性 1 2 4 3 5 6 
3利便性 5 4 3 2 1 6 
4 5 1 2 3 4 6 
50信頼性 4 l 2 3 5 6 



















































¥ 東ぷ 札幌 仙台 大阪 福岡
東~ 101ネ*1 111111 011110 11111 * 正武
本L 101111 ~ 101*ネ* 1*1**0 001 **0 幌
仙 111111 001 **1 ~ 011111 01111 * 斗口主、
大 111111 1キ1**0 111111 ~ 11111* 阪
福 111110 1*1**0 111110 011110 ~ 岡
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表 8 交通機関選択可能性(銅)











I~ 100000 110100 
1**001 ~ 100000 
111111 1***キ1~ 
111111 1*1101 11*1*0 








F* (s)=田 in [C;;+F:_， (s)] 
(j) "J 







( 1 ) 









YiニXi+ωTi (2 ) 
i 交通機関(航空、新幹線、在来線、高速道
路、一般道路、船)・
Y E 交通機関 iを利用するときの総犠牲量
(円)・
Xi 交通機関 1の運賃(円); 









Vi = s 1 Z li+ s 2 Z 2i+・ +skZki
( 3 ) 
(4 ) 
( 5 ) 
ここで、 PEn :個人nが選択肢 1を選択する確率(
選択結果)
Vi :選択肢iの選択による効用






A-(~ : 1x c !C叫 ( 6) 




行列X は行列Xの転置行列であり、行列 C は
(n+ 1)*(n+ 1)階の行列、数量化された情報(位置、距
交通機関の適合性評価手法に関する研究
離、時間、費用など)として示される。
4、考察
交通機関選択に関する従来の研究では、交通
機関の特性や利用者特性のうちの、主として顕在化
された説明要因を対象として、分析が行われている。
しかし、利用者の選好は、これ等の顕在化された客
観的、物理的要因の以外に「好き」、「嫌い」や、従
業員のサービスや心づかいといったような、きわめ
て個人的。主観的 e 定性的で多様な要因と、利用に
あたってのさまざまな個人的条件(目的の優先度、
日程の自由度、手荷物の有無、身体的条件等)が複
雑にからみ合って、選択が行われているものと考え
られている。
従って、今後公共交通機関と個人的交通機関と
の適切な分担関係を含む、総合交通体系を考えるた
めには、選択結果としての交通機関別分担関係(距
離帯別シェア )の推移と、交通機関のサービス水
準及ひ下Ij用者特性(心理的要因、身体的条件や国民
性等を含む)の時間的変化との関連性について、具
体的に分析し、どのような方策をとれば望ましい分
担関係が実現出来るかについて、研究することが必
要と考えられる。
5、まとめ
以上のように全国的広域的な交通機関選択問題
における利用者の意思決定の段階的プロセスについ
て、基礎的な研究を行った。その結果、利用者によ
る交通機関の選択が、経済性・効率性以外の多くの
評価指標を、ウエイトづけしながら行われてことを、
或程度ではあるが知ることが出来た。一方意思決定
アノレゴリズムについては、交通機関が航空と新幹線
であるとすると、望ましい経路を決定することは容
易であるが、交通機関が航空、新幹線、高速道路、
船であるとすれば、アルゴリズムが複雑となり、簡
単に解が得られないことが知られた。従って今後、
乗客数の推移と、交通機関及び利用者特性の変化等
のデータ等を含む具体的な分析を行うことにより、
よりよいモデ、ルに改良する必要がある。さらに利用
者の選好と、社会的に望ましい総合的交通体系との
関係についても、分析@研究することが課題である
と考えられる。
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